
 

『新玉に 笑顔の福祉 広げよう』 
【第４期計画】 令和７年度～令和１１年度 

新玉地区社会福祉協議会 

（新玉地区地域福祉活動計画策定委員会） 

新玉地区地域福祉活動計画 

Ｊ Ｒ 松 山 駅 



第４期新玉地区地域福祉活動計画の策定にあたって 

 新玉地区社会福祉協議会は第１期地域福祉活動計画策定から１５年経過し、

第４期地域福祉活動計画を策定する運びとなりました。第１、２、３期計画の実

績と課題を総括し、現在の地区状況を考慮して第４期地域福祉活動計画の策定

に取り組みました。 

 新玉地区では JR 高架事業が令和６年９月に完成し、JR 松山駅構内を人々が

通り抜け出来る事で、東西の人の往き来が便利になりました。今後は周辺開発が

進み東西を抜ける要路が出来ることで、もっと便利になると思います。駅周辺に

はマンション等の建設が予定され、世帯数の増加が期待されます。また新玉地区

には松山市総合コミュニティセンター・松山市地域包括支援センター・総合病院

等があり、安全安心で住みやすく高齢者にも優しい地区です。 

 高齢化が進み人生１００年時代と言われる現在、JR松山駅周辺の整備事業等

の変わりゆく環境に柔軟に対応していくために「新玉に 笑顔の福祉 広げよ

う」の基本理念のもと、地域福祉の更なる発展・充実に向け今後５年間の地域福

祉活動計画を策定いたしました。新玉地区社会福祉協議会は、住民の皆様が笑顔

で生活できます様、活動を続けてまいります。 

最後になりましたが、この度の地域福祉活動計画策定にあたりご尽力くださ

いました策定委員の皆様はじめ、松山市社会福祉協議会の皆様に心より御礼を

申し上げますとともに、今後とも計画実現のために、ご理解とご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。 

新玉地区社会福祉協議会 

会 長  栗 田 裕 子 

ＪＲ松山駅高架完成写真 
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1 松山市における地域福祉に関する計画の連携と比較 

 地域福祉の推進を図るためには、下記の計画が内容を一部共有したり、策定過程を共有

する等、相互に連携し一体となって進めることが重要であり、互いに補完・補強しあう関

係にあります。 

【 イメージ図 】 

【 地域福祉に関する計画の比較 】 

計画 
地域福祉計画・地域福祉活動推進計画 

（このまちのえがおプラン） 
地域福祉活動計画 

策定主体 松山市・松山市社協 新玉地区社協 

対象地域 松山市内 地区内 

実施期間 ５年 5 年 

基本目標 

(基本理念) 

みんなが参加し つながり支えあう 
共生のまちづくり 

｢新玉に 
笑顔の福祉 

広げよう｣ 

計画の特徴 

目標１ 
支えあいの心を育む 

目標２ 
みんなが主役になれる環境づくり 

目標３ 
丸ごと支援のしくみづくり 

目標４ 
福祉サービスの向上と適切な利用の促進 

以上の４項目を個別目標に掲げ、住民一
人ひとりや住民組織、ボランティアグル
ープ、NPO 等の関係団体、学校、事業所
等、地域の多様な主体がそれぞれの役割
を担いながら、互いにつながり、支えあ
うことで、“誰もが暮らし続けたい”と思え
るまちづくりを目指します。 

【第 4 期計画】 

①地区社協の基盤整備

②福祉学習とボランティア

③在宅福祉・生きがい介護予防サービス

④福祉支援ネットワーク

以上の 4 項目を基本とし、地域性を活か
した事業を計画的に展開する。 
地区社協が中核となって、住民の主体的
参加を基本とした地域福祉活動をより計
画的・具体的に進めるとともに、地区社
協の基盤強化を図る。 

※地区社協ごとに異なる

地域福祉計画 地域福祉活動推進計画 地域福祉活動計画 

（松山市計画） （松山市社協計画） （地区社協計画） 

一体計画 
連携 
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■新玉地区の概要 （令和７年３月１日現在） 

人口 11,983 人 

世帯数（1 世帯当たりの人口） 7,086 世帯（1.69 人） 

高齢者数（高齢化率） 3,497 人（29.1％） 

民生委員・児童委員数（主任児童委員） 27 人（うち 2 人） 

町内会数 25 

松山市地区別年齢別住民基本台帳から抜粋 

 新玉地区は、松山市の陸の玄関口であるＪＲ松山駅を中心に、東西南北

に広がっている。西側地区は、農・商・住宅地で、多くの文化遺産があり、

東側地区は、商工地域として都市型に発展している。 

JR 松山駅鉄道高架線工事は令和 6 年 9 月に完成し、現在、駅周辺地域の

整備事業が進んでいる。今後は東西地区の分断も解消され、安全・安心で

暮らしやすいまちになります。 

組織間の連携・連帯感の強い地区である。 

■新玉地区社会福祉協議会の概要

主な活動拠点 新玉公民館・分館 

構成メンバー 

会長（１名）・副会長（4 名）・事務局長（１名） 

会計（１名）理事（15 名）・評議員（若干名） 

監事（２名）・援護部長（１名）・啓発調査部長（１名） 

理事会等の開催 理事会（年 12 回）・評議員会（年 1 回） 

構成関係団体 

地区民児協・公民館・まちづくり協議会・自治連合会 

高齢クラブ連合会・食生活推進協議会 

青少年健全育成連絡協議会・交通安全協会 

ボーイスカウト・中学校・小学校 

主な自主事業 

地域福祉サービス事業、ふれあい・いきいきサロン事業 

福祉学習事業、視察研修、ふれあい料理教室、 

レクリエーション大会、独居・寝たきり高齢者年末訪問、

福祉だより作成、福祉講座  ほか 

サロン数 2 ヶ所 

地域福祉活動計

画の策定状況 

基本理念「新玉に 笑顔の福祉 広げよう」 

第 1 期・H22~H26  第２期・H27~H31 

第３期・R2~R6     第４期・R7~R11 
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新玉地区地域福祉活動計画 

１．基本理念【テーマ】 

２．基本計画 

（１）地区社協の基盤整備

実施計画 

年度計画 

5 年計画 

７ ８ ９ 10 11 

理事会・評議員会の開催 
充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

地区内の各種団体より福祉の情報収集のた

め委員を選出し、定期的に開催する。 

地区社協拠点整備 
充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

新玉公民館と連携し、地区社協の拠点とし

て位置づける。 

自治連合会との協働 
充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

各町内会と民生児童委員との連携・協力・

協働に努める。 

「福祉だより」の発行 
充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

年２回発行。編集委員会を設置し、福祉活

動のＰＲに努めて、地区全戸配布する。 

地区社協の会則整備 
充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

適正な運営のため整備を行い、柔軟な対応

ができるよう見直しを行う。 

活動資金の確保 
（共同募金・寄付） 

充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

社協の活動のため各町内会・企業法人との

連携に努める。 

訪問視察研修 
検

討 

実

施 

実

施 

検

討 

実

施 

福祉活動の現状を視察し、今後の地区社協

活動に役立てる。 

新玉に 笑顔の福祉 広げよう
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（２）福祉学習とボランティア 

 

 

 

（３）在宅福祉・生きがい介護予防サービス 

実施計画 

年度計画 

5 年計画 

７ 8 9 10 11 

ふれあい料理教室の開催 
充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

食生活推進員と協働し、年５回程度高齢者

を対象に調理実習を行う。 

ふれあい・いきいき 

サロンの充実 

充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

地域高齢者が交流出来るサロンを推進す

る。 

新規利用者の募集に努める。 

独居・高齢者年末訪問 
充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

みまもり員と民生児童委員が連携して訪問

を行う。 

 

高齢クラブ活動支援 
充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

高齢者レクリエーション大会開催 

地区高齢クラブ連合会へ活動助成を行う。 

 

 

実施計画 

年度計画 

5 年計画 

7 8 9 10 11 

小学校との福祉交流事業 
充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

れんげ草まつりに協力する他、敬老作文・

標語・習字を募集し、文集を作成する等、

学校と連携し福祉教育に資する。 

中学校との福祉交流事業 
充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

敬老作文を募集し、文集を作成する他  

青少年育成活動に助成する等、学校と協力

して福祉教育に資する。 

ボーイスカウト活動への
助成 

充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

じゃがいも掘り 

独居高齢者年末訪問 

「福祉講座」の開講 
充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

身近な福祉をテーマに開講し、生きがい・

介護予防サービスの向上を図る。 

協力会員の人材発掘と 
養成 

充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

協力会員の登録者の拡大 

福祉講座を中心とした研修会の開催 
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（３）在宅福祉・生きがい介護予防サービス 

実施計画 

年度計画 

5 年計画 

７ 8 9 10 11 

高齢者みまもり員活動 
充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

独居高齢者在宅訪問を民生児童委員と連携

して推進する。 

地域福祉サービス事業 
（協力会員の活動） 

充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

地域ニーズに対して、迅速に対応できる体

制を作る。 

 

 

 

（４）福祉支援ネットワーク 

実施計画 

年度計画 

5 年計画 

7 8 9 10 11 

地区民生児童委員協議会
との協働 

充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

連絡調整を密にして、地域福祉に貢献する。 

（毎月定例会開催） 

公民館等、地区事業への 
協力 

充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

地区敬老会・トワイライト新玉・ 

地区運動会・文化祭・成人式等に参画し、

事業の効果的推進を図る。 

地域自主防災組織への 
助成 

充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

新玉地区自主防災大会へ助成し、安全安心

なまちづくりに寄与するとともに、避難行

動要支援者に対し支援体制の充実を図る。 

児童青少年育成への協力 
充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

安全安心な通学路を確保するため、地区青

少年健全育成連絡協議会と連携し、「見守り

隊」に参画して定期的に巡回する。 

地域包括支援センター 

との連携 

充

実 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

センターとの連携を密にし、情報交換を行

い課題解決を図る。 

世代間の交流 
検

討 
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

高齢者と幼児や小中学生との世代間交流を

図る。 

 



１.委員会メンバーの選定

２.策定委員会の開催

回 開催日時 場所 参加者 内　容

第１回
　R6.6.19（水）
　15:00～17:00

９名
今後の会議の進め方について
地域福祉活動計画について
事業名等・5ヶ年計画の考察

第２回
　R6.9.11（水）
　13:30～16:00

９名
地域福祉活動計画について
5ヶ年計画の修正
資料の内容構成について

第３回
　R6.11.27（水）
　13:30～15:30

９名
5ヶ年計画の修正
資料の内容構成について

第４回
　R7.1.15（水）
　13:00～15:00

8名
資料の内容と構成について
画像の確認

第５回
　R7.3.12（水）
　10:00～12:00

6名 計画の最終確認

画像を入れる

　　策定委員によりワークショップ形式で話し合い、各事業の評価と課題をあらいだし、
    今後５年間の計画を検討しました。

個々の事業等を一つ一つ委員長が説明し、メンバーによるワークショップ方式で実施。

　　名簿を ８ページに掲載

第4期新玉地区地域福祉活動計画策定委員会の開催状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【 策定委員会の様子】

新玉公民館
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                                                        【　順不同　】

№ 役 職 氏 名 備　　　　考

1 委 員 長 栗 田 裕 子 地区社会福祉協議会　会長

2 委 員 上 岡 征 司
公民館 館長
まちづくり協議会　会長

3 委 員 川 﨑 正 勝
地区自治連合会　会長
まちづくり協議会　副会長

4 委 員 徳 本 睦 英
地区高齢クラブ連合会　会長
まちづくり協議会　副会長

5 委 員 平 田 和 子 地区社会福祉協議会　副会長

6 委 員 門 家 宜 子 地区社会福祉協議会　副会長

7 委 員 別 府 暢 子 地区社会福祉協議会　事務局長

8 委 員 別 府 泉 地区社会福祉協議会　会計

9 委 員 栗 林 信 子 地区民生児童委員協議会　高齢福祉部会長

10 委 員 千 海 敏 子
地区民生児童委員協議会　障がい福祉部会
長

11 委 員 丹 生 谷 智 恵 地区民生児童委員協議会　児童福祉部会長

新玉地区地域福祉活動計画策定委員会名簿
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新玉地区社会福祉協議会の活動の状況 

                           ※一部を抜粋してご紹介します。 

（１）地区社協の基盤整備 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                                                                                                                                 

 

 

  

【「新玉の福祉」発行  （年２回 全戸配布）】 

【視察研修】   

令和５年「中土佐第一避難タワー」 

を見学しました 

令和６年「新居浜市防災センター」・

「はま・くる」を見学しました 
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（２）福祉学習とボランティア 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【れんげ草まつり】 
 
小学１年生と地域の方々との交流を 
図っています  
 

【敬老作文集の配布】 
 

年末に記念品と共に独居高齢者に配布しています 

【福祉講座 年２回】 
 

生きがい・介護予防を目的に身近なテーマで開催しています 
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（３）在宅福祉・生きがい介護予防サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サロンあらたま苑】 
 
開催日 毎週 金曜日 

【サロン新玉】 
 
開催日 毎週 火曜日 

【高齢者グラウンドゴルフ大会 年１回】 
 

地域高齢者の交流を図っています 

【ふれあい料理教室 年５回】 
 

栄養バランスを考えた 
メニューで毎回好評！ 

≪ふれあい・いきいきサロン≫ 
 

新玉地区では ２ヶ所の 

サロンが活動中です！ 



 

 

第４期 新玉地区地域福祉活動計画 

発行：新玉地区社会福祉協議会 

（新玉地区地域福祉活動計画策定委員会） 

 

≪問い合わせ先≫ 

松山市社会福祉協議会 地域福祉部 

〒790-0808 松山市若草町８番地２ 松山市総合福祉センター内 

Tel:089-941-3828 / Fax:089-941-4408 

E-mail chiiki@matsuyama-wel.jp 

Web ｱﾄﾞﾚｽ https://www.matsuyama-wel.jp/ 

 

発行日 令和 7 年４月 

年４月 
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